
豊中商工会議所 ＩＴ推進室からのお知らせ 

 

平素は、当所運営事業諸般において格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

10月21日、Webサイトの多くで使われているプログラム言語「PHP」に、重大な脆弱性が2

件公表されました。 

悪用されると、ログインなしで外部から Webサイトを乗っ取られるおそれがあります。 

WordPress に限らず、PHPで動いているWebサイトはすべて対象となります。 

 

修正版は 10月21日深夜に公開されています。 

現在、世界中で攻撃の試みが確認されており、国内でも官公庁、大学、鉄道、銀行、企業など多

くの組織が、予防のためにWebサイトやサービスを一時停止しました。 

10 月 22 日 18 時現在、被害の報告はありませんが、修正版の適用が済んでいないサイトは

引き続き狙われるおそれがあります。 

報道が落ち着いた後も、対応が済んでいるかをご確認ください。 

 

▼IPA PHP の脆弱性対策について(CVE-2026-109618、CVE-2026-109619：

PHP2shell) 

https://www.ipa.go.jp/security/security-alert/2026/alert20261022.html 

 

Webサイトやお問合せフォームをお持ちの企業様は、 

まずは下記の点に注意して、対応策を講じていただければと存じます。 

 

1.Webサイト製作会社へ利用中のPHPのサポート状況を確認し、 

バージョンアップや修正プログラムの適用を検討する 

2.バージョンアップ・修正プログラム適用が完了するまでの暫定対策を講じる 

3.バージョンアップ・修正プログラム適用が難しい場合は、 

 他のシステム・サービスで代替できる可能性を確認し、 

 運用を継続する必要性や提供方法を見直す 

4.組織として対応の実現性を検討する 

5.今後の対応方針を決める 

6.更新や移行、サービス停止にあたっては、利用者や業務への影響を考慮して実施する 

 

以上、対応にご不安がある場合には、ＩＴ推進室（06-6845-8006）へご連絡ください。 

恐れ入りますが、よろしくお願いいたします。 

https://www.ipa.go.jp/security/security-alert/2026/alert20261022.html

